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継続的な運転管理と保全の必要性

蓄熱システムの維持と改善活動
　ヒートポンプ･蓄熱式空調システム（以下、“蓄熱システム”という）は、設計段階における
機器・システムの適切な選択はもとより、設置された蓄熱システムが常に最適の状態で
運転されるように、維持、改善活動を進めていくことが極めて大切です。
　ヒートポンプ・蓄熱センターでは、日常的、部分的、小規模なものを含め、蓄熱システムの
運転管理・運用・設備の改良（以下、“運転管理等”という）などにより改善に効果があった
事例を広く募集し、その開発や改善プロセスにおける努力に対して当センターが評価、
および表彰しております。
　これにより、運転管理に携わる方々へのさらなる啓発を促し、蓄熱システムの環境性
はもとより省エネルギー性、経済性等の一層の向上に資することを目的としています。
　なお、表彰者には、毎年7月に開催する「ヒートポンプ・蓄熱シンポジウム」において表彰状
を授与するとともに事例発表を行っています。コロナ禍の影響により中止になっていた
シンポジウムが今年度は3年ぶりに開催され、４つの改善事例が発表されました。
　なお、過去の運転管理等の改善事例表彰は、当センターのホームページに掲載して
おりますので、ぜひご覧ください。

不具合の有無の判断と改善ができない

システム経年劣化による運転効率低下の把握とその対策ができない

冷／温熱負荷の量・比率の変化に対応した高効率運転対応ができない

継続的な異常運転によりシステム短命化

運転管理者は管理する蓄熱システムを理解する

システムの日常的な運転管理と定期点検により、早期問題点発見と改善を行う

目的に応じた最適運転制御への変更を実施する

システム・制御の最適化及び改修を実施する

運転管理記録により機器の運転状況を把握し、不具合の早期発見と対策を実施

ピーク電力削減に向けた最適運転制御など

熱源機の最適運転制御、二次側空調機とのシステム制御、ポンプの運転制御変更など

省エネ性・
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ヒートポンプ・蓄熱システム
運転管理等の改善事例

無薬注型防食システム導入による蓄熱槽水の水質改善
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適切な運転管理・保全を実施するためには・・・

適切な運転管理・保全を実施しないと・・・

図6 アニオン交換処理前後の平均腐食速度
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